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研 究 科 教 授 会 議 要 旨  

日   時  平成２６年７月２４日（木）１４時０２分～１５時３４分 

場   所    ユメンヌホール 

出 席 者   中道研究科長 

前迫、苧阪、渥美、檜垣、山本(ベ）、石井、森川、赤井、篠原、釘原、佐藤、

臼井、権藤、青野、日野林、金澤、志村、足立、熊倉、八十島、中野、山田、

友枝、川端、吉川、牟田、ノース、山中、斉藤、稲場、辻、中山、シュベン

トカー、栗本、村上、森田、白川、藤川、三宮、藤岡、老松、井村、岡部、

西森、野坂、佐々木、近藤、小野田、木村、志水、中澤、園山、高田、澤村、

千葉、藤目、神前、岡田、小林、三好、河森、ズグスタ、鈴木、大谷、福岡

の各教員 

（計６６名） 

欠 席 者  中川、野村、平沢、中村（安）の各教員（計４名） 

 〔議事に先立ち、前回（６月２６日）の議事要旨を確認した。〕 

                                    議  事 

（協議事項） 

１．研究科委員会の議決事項について 

  本日開催の研究科委員会の議決事項について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

２．学部・研究科の教育目標及び各ポリシー作成に係る学位プログラムの同定について 

資料１に基づき、東島理事・副学長から依頼のあった学位プログラムの同定について、

学部、博士前期課程及び博士後期課程の単位で作成することの提案があり、審議の結果、

承認した。 

３．マルチリンガル人科科目案について 

資料２に基づき、大阪大学マルチリンガル・エキスパート養成プログラム概要及び申合

せ案について、コア・プログラムⅠとして、文・法・経・人科の各学部が２４単位で一つ

のプログラムを外国語学部学生に提供すること、コア・プログラムⅡとして同学部の学生

が外国語学部が提供する中国語の科目を受講できること等の説明及び①人科のコア・プロ

グラムⅠの名称「人間科学（共生の生態）」、②プログラムに入れる講義科目を各学科目

で既設の科目から選ぶこと、③来年度はコア・プログラムⅠのみ試行で行うこと、④大学

院は年次進行により平成 30 年度に開始することの補足説明があり、審議の結果、承認した。 

４．「英語による教育」を推進する准教授選考について（第２回） 

前回から継続審議の同准教授候補者について、投票の結果、准教授採用を承認した。な

お採用年月日は研究科長一任とした。 
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５．教員の休職について 

教授（１名）の病気休職について、経過等事情説明があり、審議の結果、承認した。 

６．任期付教員の取扱いに関する申合せについて 

資料３に基づき、任期付教員（任期法による任期付き教員と労基法による任期付き教員）

の取扱いに関する申合せ案について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

７．外国人招へい研究員の受入れについて 

資料４－１及び資料４－２に基づき、外国人招へい研究員の受入れ申請１件について説

明があり、続いて受入れ教員から、受入れ経緯、経歴、研究業績等の説明があり、審議の

結果、受入れ及び大阪大学招へい教授称号授与の申請を行うことを承認した。 

８．その他 

インターナショナルカレッジ 人間科学コース 特任講師の後任の選考手続きを早急に

開始する必要があるため、選考委員会を設置する旨、説明があり、審議の結果、承認した。

なお、選考委員会委員（５名）を併せて承認した。

（報告事項） 

１．ヒューマン・サイエンス・プロジェクトの採択結果について 

資料５に基づき、ヒューマン・サイエンス・プロジェクトの審査を行い、７件を採択し

た旨、報告があった。 

２．各種委員会等報告について 

各委員長・委員等から、２５件の報告があった。 

［学内関係］ 

（１）サイバーメディアセンター全学支援会議（6.19）
（２）国際教育交流センター教授会（6.27）
（３）ファカルティ・ディベロップメント委員会（6.30）

資料６に基づき、大阪大学ファカルティ・ディベロップメント（FD）研修（開催日：
9月 4日、9日）及び本年 6月 1日に発足した教育学習支援センターが随時開催する FD
研修への参加依頼があった。なお、FD 研修「アクティブラーニングを促す授業」につ
いては特に若い教員に積極的に参加願いたいこと、FD 研修の参加回数は総長奨励賞の
選考の参考とされる旨、補足説明があった。

（４）附属図書館総合図書館運営委員会（7.4）
（５）リーディング大学院第一部門超域イノベーション博士課程プログラム委員会（7.8）
（６）全学教育推進機構会議（7.11）
（７）遺伝子組換え実験安全委員会（7.16）
（８）吹田地区部局長会議（7.16）
（９）教育研究評議会（7.16）
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（10）部局長会議（7.16）
（11）適塾記念センター運営協議会（7.16）
（12）教育改革推進会議（7.17）
（13）学生生活委員会（6.11,7.18）
（14）国際交流委員会（7.22）
（15）吹田地区事業場安全衛生委員会（7.24）
（16）吹田地区事務長会（7.8）
（17）箕面地区事務協議会（7.9）
（18）事務協議会（7.18）
［部内関係］ 

（１）教育国際化推進委員会（6.26, 7.10）
（２）評価委員会（7.3）

資料７に基づき、2013年度卒業生アンケート結果の概要について説明があった。
（３）部局安全衛生委員会（安全衛生推進室）防災対策委員会（7.10）
（４）運営会議（7.16）
（５）教務委員会（7.17）
（６）施設マネジメント委員会（7.22）
（７）各室報告

〇教育改革推進室 

資料８に基づき、2014年度新入生アンケート結果の概要について説明があった。ま
た、平成 26年度部局長未来戦略裁量経費による大学院生の海外派遣について、大学院
生が申請書を記載する際の協力依頼があった。

３．共同研究の受け入れについて 

  資料９に基づき、１件の受け入れについて報告があった。 

４．教員の海外渡航について 

  資料１０に基づき、計２２件の報告があった。 

５．その他 

（１）人間科学部２０１４年度版パンフレットについて 

広報委員会の報告として来年度の入試を受ける学生用の２０１４年度版学部パンフレ

ットが７月２３日に完成し、各教員へ配付した旨、報告があった。 

（２）国際性に関するアンケート調査の実施について 

人間科学研究科の国際性を検討していく上で重要な資料となる国際性に関するアンケ

ート調査を実施しているが、回収率が約５割となっているので、未回答の教員及び指導

している後期課程院生におかれては回答願いたい旨、協力依頼があった。 

                                     以上 


